
巻頭
　秋の集団健診・がん検診のご案内 ２

連載・お知らせ
　健康通信・ 障がい者虐待を防ごう！！  ほか 4

連載・お知らせ
　防災最前線・北広島町内の小学校の紹介  ほか 8

まちの話題 
　旧八幡小学校閉校記念碑除幕式  ほか 16

お知らせ伝言板
　元気お届け事業・看護職員復職支援研修の受講生募集  ほか 18

高原からの花便り
　行く秋を追って咲く、アキチョウジ 24

八幡高原　聖湖マラソン大会

　９月１日（日）、芸北地域西八幡原・やわたハイラ
ンド191リゾート周辺で、第30回の記念となる聖湖マ
ラソン大会が開催されました。小学校低学年から50才
以上の一般男子・女子が参加し、あいにくの雨が降り
しきる中、聖湖畔ハーフマラソン・臥竜山麓10㎞・千
町原５㎞の各コースを約2800人が力強く駆け抜けま
した。
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広報 平成 25 年

10



完投を続けた田口投手

　以下の日程で秋の集団健診・がん検診を実施します。
健診日程 会場　 受付時間

11 月６日（水） 大朝保健センター ８：00 ～ 10：00

11 月７日（木） 豊平ふれあい健康館 ８：00 ～ 10：00

11 月８日（金） 千代田開発センター ８：00 ～ 10：00

11 月９日（土） 千代田開発センター ８：00 ～ 10：00

区分 検査項目 対象者 個人負担金

基本健診
( 特定健診を含む）

　問診、身体計測、血圧、診察、尿検査

　血液検査、心電図検査※、眼底検査※

　　※は医師の指示により実施

① 20 歳～ 39 歳の町民

②  40 歳以上の国民健康保険
被保険者の方

③ 後期高齢者医療保険被保険
者の方

④  40 歳～ 74 歳の社会保険
加入者の被扶養者の方

1,000 円

がん検診
※ 保険に関係なく、

対象年齢であれば
受けられます。

　胃がん検査 40 歳以上の町民 1,200 円
　大腸がん検査 40 歳以上の町民 　400 円
　肺がん検査 40 歳以上の町民 　600 円
　乳がん検査
　　（視触診を含む）

　ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 2 方向 40 歳代の女性 1,800 円
　ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ１方向 50 歳以上の女性 1,300 円

　子宮がん検査 20 歳以上の女性 　900 円
　前立腺がん検査 40 歳以上の男性 　600 円

その他の検査
　肝炎ウイルス検査 受診歴のない 20 歳以上の町民 　　無料
　歯周疾患健診 20 歳以上の町民 　300 円
　骨密度検査 20 歳以上の町民 1,050 円

　
※後期高齢者医療保険被保険者、生活保護受給者の方は骨密度検査以外、無料です。
※ 40 歳～ 74 歳の社会保険加入者の被扶養者の方は、ご加入の医療保険者が発行する受診券が必要です。
※くわしくはホームページをご覧ください。

肝炎ウイルス検査 歯周疾患健診

　肝炎ウイルスに感染しているかどうか
の検査です。肝炎ウイルス検査は、一生
のうち一度だけ受診すればいいとされて
います。受診歴のない 20 歳以上の方は、
無料で受診できます。

　いつまでも健康な歯でおいしく食べる
ことは、人生の楽しみのひとつです。生
涯自分の歯で食事ができるよう、定期的
に健診を受けましょう。歯科医師による
歯科検診及び、歯科衛生士による歯科指
導が受けられます。

平成 25 年度

秋の集団健診・がん検診のご案内
今年度健診をまだ受けていない方へ！

しめ切り
10月4日（金）

お申し込み・お問合せは、
役場保健課まで
問保健課　IP ☎ 050-5812-1853
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会場 芸北支所 大朝支所 豊平支所 千代田（本庁）

開催日 10月24日（木） 11月中 平成26年１月中 ２月中

時間 午前10時～12時・午後１時～３時・午後６時～８時

対象者 個人または10人以内のグループ
１人（１グループ）20分以内

　町長が各地域で『ようこそ　町長対話室』を開設します。『ようこそ　町長対話室』は、予約の
必要もなく町長と直接話ができる場です。
　これから各地域を巡回していきます。予約や事前告知は特に必要ありませんが、当日の混み具合
により、すぐに入室できるかどうかが変わりますので、お越しになる前に開催会場へお問い合わせ
ください。
　『ようこそ　町長対話室』は、１人（１グループ）20 分以内でお願いします。混みあっている場
合は、お待ちいただく事になりますので、時間に余裕をもってお越しください。
　今後の開催日は決まり次第、きたひろネットなどでお知らせする予定です。くわしくはお問い合
わせください。
問総務課広報広聴室IP☎０５０－５８１２－２１１１　

『ようこそ 町長対話室』をはじめます。

平成25年９月１日から飼い犬・飼い猫の引取り方法が変わりました！
○飼い犬・飼い猫の引取りを希望する飼い主は、必ず事前に動物愛護センターに連絡してください。
○動物愛護センターが引取りを承諾した飼い主には、事前に書類を送付します。
○次の理由によっては、飼い犬・飼い猫の引取りをお断りする場合があります。
　①犬猫など販売業者から引取りを求められた場合
　②繰り返し引取りを求められた場合
　③子犬や子猫の引取りを求める場合であって、動物愛護センターからの繁殖制限措置を講じる
　　旨の指導に応じない場合
　④犬猫の高齢化・病気などを理由に引取りを求められた場合
　⑤当該犬猫の飼養が困難であると認められない理由により求める場合
　⑥引取りを求めるに当たって、あらかじめ新しい飼い主を探す取組をしていない場合

動物を捨てることは犯罪です！
・最高100万円の罰則が科せられます（動物の愛護及び管理に関する法律）。
・捨てられた動物は、事故や病気に苦しみながら、悲惨な最期を迎えます。

問広島県動物愛護センター　☎０８４８－８６－６５１１（代）
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健　
康
　
信
通

第102回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

骨
粗
し
ょ
う
症
を
ご
存
知
で
す
か
？　

　

年
を
と
る
と
、
腰
が
曲
が
っ
た
り
、

背
中
や
腰
の
痛
み
を
訴
え
る
人
が
増
え

て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は「
骨
の

密
度
が
粗
く
な
り
、
ス
カ
ス
カ
に
な
る

病
気
」、
つ
ま
り「
骨
粗
し
ょ
う
症
」

に
よ
る
も
の
で
、
骨
を
強
く
す
る
生
活

習
慣
や
治
療
に
よ
り
、
予
防
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
骨
粗
し
ょ

う
症
に
よ
る
骨
折
が
、
高
齢
者
の
寝
た

き
り
に
つ
な
が
り
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と

し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
、
骨
粗

し
ょ
う
症
の
予
防
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　知って得する♪　健康講座

「骨粗しょう症予防のコツ①」
　～骨粗しょう症をよく知って、

健康寿命を延ばしましょう！～　

　講師：安芸太田病院副病院長　水
みずのよしたか

野芳隆医師

骨密度検診の実施

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
講
座
を
行
い
ま
す

　
こ
の
講
座
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ

い
て
正
し
く
知
り
、
予
防
の
た
め
に
必

要
な
運
動
と
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
医
師
に
よ
る
講
演
と
、

健
康
運
動
指
導
士
・
管
理
栄
養
士
に
よ

る
運
動
・
食
事
の
講
座
の
２
回
シ
リ
ー

ズ
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

講
演
会
共
催：日
本
イ
ー
ラ
イ
リ
リ
ー（
株
）

　
　
　
　
　

 

健
康
と
料
理
社

　

10月16日（水）午後２時～３時
産業振興センター（北広島町商工会２階）

楽しく歩いて骨づくり!

【日 時】平 成25年10月25日（金）　
　　午前9時30分～11時30分

【会場】　芸北文化ホール

　＊お誘い合わせて  お越しください。

月一ウォーキングのご案内
　春の集団健診を受けられなかった人を対象に秋の
集団健診・がん検診を実施します。この健診の中で、
骨密度検査を実施します。
　　　対象者：２０歳以上の町民
　　　料　金：１，０５０円
　※くわしくは、２ページをご覧ください。

　知って得する♪　健康講座

「骨粗しょう症予防のコツ②」
～骨太生活のための運動と食事～

　講師：健康運動指導士　杉本聡一郎さん
　　　 北広島町役場　管理栄養士

10月30日（水）午後１時30分～３時30分
豊平中央公民館２階大会議室

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
よ
う
！

　
　
～
丈
夫
な
骨
で
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
～
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こ
ん
な
時
は『
成
年
後
見
制
度
』を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た
Ａ
さ
ん

　

軽
度
の
認
知
症
が
あ
る
Ａ
さ
ん
は
、

同
居
の
長
男
が
留
守
中
、
訪
問
販
売
で

必
要
の
な
い
高
級
布
団
を
購
入
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
困
っ
た
長
男
は
、
高
額

の
商
品
を
購
入
す
る
場
合
は
長
男
の
同

意
が
必
要
と
な
る
よ
う
に
、
補
助
開
始

の
審
判
の
申
立
て
を
家
庭
裁
判
所
で
行

い
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

☆
近
隣
市
町
の
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト

安
芸
太
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
IN
深
入
山（

安
芸
太
田
町
）

　
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が

で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
お
楽

し
み
抽
選
会
や
神
楽
上
演
、
特
産
品
の

販
売
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

■
期
間　
10
月
13
日（
日
）

■
場
所　
深
入
山

■
参
加
費
　
大
人　
　
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
学
生
１
，
０
０
０
円

■
申
込
締
切　
９
月
30
日（
月
）

問
安
芸
太
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会

　
　
☎
０
８
２
６
‐
２
５
‐
０
９
３
１

長
男
が
補
助
人
に
選
任
さ
れ
、
Ａ
さ

ん
が
長
男
の
同
意
な
く
10
万
円
以
上

の
商
品
を
購
入
し
た
と
き
は
、
契
約

を
取
り
消
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

身
寄
り
の
な
い
Ｂ
さ
ん

　
Ｂ
さ
ん
は
、
夫
の
死
後
一
人
暮
ら
し

で
、
子
ど
も
や
兄
弟
も
い
ま
せ
ん
。
体

調
を
崩
し
て
病
院
に
入
院
し
ま
し
た

が
、
認
知
症
が
重
た
い
た
め
、
自
宅
に

戻
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
病
院
か
ら

相
談
が
あ
り
後
見
申
立
て
を
行
い
ま

し
た
。

司
法
書
士
が
成
年
後
見
人
に
選
任
さ

れ
、
金
銭
管
理
や
施
設
へ
の
入
所
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

十
分
で
な
い
方
々
は
、
財
産
や
金
銭
の

管
理
、
様
々
な
法
的
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、
自
分
で
行
う

の
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

よ
く
判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん
で

し
ま
い
、
悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
う
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
方
々
の
財
産
や
権
利

を
保
護
し
、
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
が『
成
年
後
見
制
度
』

で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
で
は
、
成
年
後
見
人

な
ど
が
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
な
ど
の

法
律
行
為
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
り

（
代
理
権
の
付
与
）、
本
人
が
成
年
後

見
人
な
ど
の
同
意
を
得
な
い
で
行
っ
た

法
律
行
為
を
取
り
消
し
た
り
す
る
事
が

出
来
ま
す（
同
意
権
・
取
り
消
し
権
の

付
与
）。

　

お
も
に
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
・
預
貯
金
通
帳
、
有
価
証
券
な
ど
の

　
　
財
産
保
管

　
・
生
活
費
の
出
金
や
医
療
・
介
護
費

　
　
用
の
支
払
い
な
ど
の
金
銭
管
理

　
・
介
護
保
険
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

　
　
ス
契
約
、
入
院
契
約

　
・
借
家
の
契
約
や
自
宅
の
保
全
な
ど

　
　
の
住
居
の
確
保

　
・
土
地
や
不
動
産
の
処
分
な
ど
の
法

　
　
的
手
続
き

　
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先

問
北
広
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
課　
地
域
介
護
係
）　

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

特定の血液製剤により
Ｃ型肝炎ウイルスに感染された方へ
給付金のお知らせです。
● 出産や手術における大量出血等の際に、特定の

血液製剤を投与されたことによって、Ｃ型肝炎
ウイルスに感染された方に、給付金を支給する
仕組みがあります。

⇒くわしくは、厚生労働省ＨＰ又は相談窓口
フリーダイヤル　
０１２０－５０９－００２

（平日）午前９時 30 分～午後６時　まで　
　　　　　　　　　　　　　　　　厚生労働省
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　｢障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律｣（以下「障害者虐待防止法」）
が平成24年10月1日に施行されました。この法律は、障がい者の尊厳を守り、自立や社会参加の
妨げとならないよう、虐待を禁止するとともに、その予防と早期発見のための取り組みや、障がい
者を現に養護する人に対して支援を行うことなどを定めたものです。
　だれもが自分らしく、ともに安心して暮らせるよう、障がい者虐待を身近な問題としてとらえ、
社会全体で支えあっていくことが大切です。

　障害者虐待防止法では、障がい者虐待の発見者は通報する義務があり、虐待を受けた人は届出を
することができます。「虐待かも…」、「このままでは虐待になってしまうかも…」といったことが
あれば、虐待になる前にご相談ください。また、障がい者虐待を受けたおそれのある人を発見した
り、障がい者虐待を受けたらご連絡ください。
問相談・通報窓口
　役場福祉課福祉係IP☎０５０－５８１２－１８５１（平日8時30分～17時15分)
　広島県障害者権利擁護センター☎０８２－５６９－５１５１(平日8時30分～17時)

障がい者虐待を防ごう !!
～誰もが尊厳をもって暮らしやすい地域を～

国民健康保険被保険者証の更新について
　現在ご使用の被保険者証は、平成 25 年９月 30 日で有効期限が切れます。10 月１日から使用す
る新しい被保険者証（薄い緑色）は、９月 30 日までにはお手元に届くよう送付する予定ですので、
新しい被保険者証が届きましたら、住所、氏名など内容のご確認をお願いします。また、古い被保
険者証（ピンク色）は町民課国保年金係又は各支所自治振興課住民福祉係までお返しいただくか、
破棄してください。
　
被保険者証の更新にあたってのお願い
◆職場の健康保険に加入された方又は被扶養者になられた方で、まだ国民健康保険の資格喪失の届
出をされていない方は、印かん・職場の健康保険及び国民健康保険の被保険者証を持参の上、町民
課国保年金係又は各支所自治振興課住民福祉係で資格喪失の届出をしてください。
◆新しい被保険者証は、被保険者証に記載の住所に送付します。実際に住んでおられる住所と異な
る場合には、転居などの手続きをしてください。
◆国民健康保険税の未納がある方は、早急に納付をお願いします。
未納がある場合には、通常の被保険者証を交付できない場合がありますのでご注意ください。
問町民課国保年金係IP☎０５０－５８１２－１８５４

広告 千代田運動公園からのお知らせ
　☆心と体をリフレッシュ！トレーニングジム　
　・山下専属トレーナーが健康づくりを指導いたします。
　◎開講日：毎日（火曜日を除く）10：00～20：00（６０分）
　☆硬式テニス教室　生徒募集！　
　◎開講日：毎週木曜日13：00～15：00

　☆ヨガ教室　生徒募集！　
　◎開講日：毎週木曜日①１１：００～　②１８：３０～

問 千代田運動公園
　　☎０８２６－７２－８８２２　IP☎０５０－５８１２－８０２２

赤ちゃんから高齢者まで、健康や介護に関する
ことなど、お気軽に相談ください。
　問保健課　　　　　　　　　IP ☎１８５３
　　芸北ホリスティックセンター IP ☎２２３０
　　大朝保健センター　　　　IP ☎２２１１
　　豊平保健福祉総合センター IP ☎１５０１

健康に関する相談窓口
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『黒い雨体験者相談・支援事業』
　原子爆弾投下直後に降った黒い雨により、今も健康に不安を抱える方に対する相談・支援事業が
新たに10月から始まります。　
１　対象者
　被爆者健康手帳又は第一種健康診断受給者証を持っていない方で、本町などが被爆地域の拡大を
求めた地域において原子爆弾投下直後に黒い雨を体験し、健康不安のある方。

２　事業の内容
　①保健師相談（北広島町で実施）
　②専門医相談（広島市中区で月１回程度実施）
　③巡回相談（広島市安佐北区、安佐南区、佐伯区、安芸区において実施）
　④健康診断料の助成
　専門医相談、又は巡回相談を受けられる場合、特定健康診査や健康診査、本町が実施するがん検
　診を受診しその結果が必要となります。自己負担が生じた場合は、年１回に限り後払いで県が助
　成を行います。
※専門医相談及び巡回相談を利用される際には、北広島町福祉課で利用申請が必要です。

問福祉課福祉係 IP☎０５０－５８１２－１８５１
または、県庁被爆者支援課 ☎０８２－５１３－３１０９

子育て応援 café  
ご当地ヒーロー「安芸戦士メープルカイザー」のお話とヒーローショー

　

８
月
10
日（
土
）、
千
代
田
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
児
童
虐
待

防
止
啓
発
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
メ
ー
プ
ル
カ
イ
ザ
ー
自
身

の
幼
少
期
の
つ
ら
い
体
験
、
何
故
こ
の

様
な
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な

ど
、
児
童
虐
待
防
止
に
対
す
る
強
い
思

い
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
で
手
を
取
り
合
っ
て
、
子

ど
も
も
大
人
も
笑
顔
の
社
会
に
！
」２

児
の
父
で
も
あ
る
彼
の
熱
い
思
い
は
、

参
加
さ
れ
た
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
胸

に
し
っ
か
り
と
響
き
ま
し
た
。

　
後
半
は
親
子
で
楽
し
め
る
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
笑

顔
を
心
か
ら
願
う
メ
ー
プ
ル
カ
イ
ザ
ー

は
、
子
ど
も
達
の
力
い
っ
ぱ
い
の
声
援

に
応
え
、
会
場
の
皆
が
一
体
と
な
っ
た

と
て
も
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

＊
次
回
子
育
て
応
援cafe

　
日
時　
10
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～

　
場
所　
大
朝
保
育
所

問
福
祉
課　
子
育
て
支
援
室

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

安芸戦士メープルカイザーのお話ヒーローショーの様子
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■
防
災
の
第
一
歩
は
、
家
族
・
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
。

■
出
か
け
る
と
き
は
、
外
出
先
で
の
避
難
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
☎ 0826-72-0119
IP050-5812-1119

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

助
か
り
ま
し
た
!!

　母屋にいたところ、離れの家から聞
こえる住宅用火災警報器の警報音に気
づき、様子を見ると家の中に煙が充満
していた。仏間の座布団が燃えてお
り、それを外に出して水バケツで消火
した。出火原因は仏壇の線香だった。

（平成 25 年６月 / 鳥取県西伯郡）

　
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
大
地
震
。
北
広

島
町
で
も
、
そ
れ
が
絶
対
に

起
こ
ら
な
い
と
は
言
い
き
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
出
先
で

遭
遇
し
て
し
ま
う
事
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
地
震
に
対
す
る

心
の
備
え
、
助
か
る
た
め
の

８
箇
条
を
紹
介
し
ま
す
。

揺
れ
始
め
、
揺
れ
て
る
と
き

　大きく揺れている間は身の安全を
最優先に。揺れがおさまるまで安全
な空間に身を寄せ、様子を見る。

揺
れ
が
止
ま
っ
た
ら

　緊急地震速報を受けたり、揺れ始
めを感じたら、まずは火の元の確認
と避難口を確保する。

　救護と避難は近所で助け合う。ラ
イフライン復旧に伴う出火防止のた
め、電気製品などのスイッチを切っ
て避難。

　うわさ話に惑わされず、ラジオや
行政などから正しい情報を得る。自
宅だけでなく近隣の安否を確かめ
合う。

塀や自販機に
近寄らない

揺れる間は　
身の安全を

窓や戸を開け
出口確保

火の元の確認
まず消火

大
地
震
へ
の
心
構
え

助
か
る
た
め
の
８
箇
条

正しい情報　
確かな行動

確かめ合おう
安全安否

協力し合って
救出救護

避難前の確認
電気・ガス
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　道路防災総点検実施について“お知らせ”と“お願い”
　平成24年12月に発生したトンネル天井板の崩落事故を踏まえ、国では、老朽化により危険が生
じているトンネル・橋梁等をはじめ道路等の社会インフラの総点検を速やかに実施し、緊急的な補
修など必要な対策を講ずることとしており、広島県においても国と同様な対応を行うためトンネル・
橋梁等の道路施設の点検を実施しています。
　こうした中、道路法面については、道路巡視・パトロールなどにより日常点検を実施しています
が、前回の詳細な点検（道路防災総点検）から約15年以上経過していることから、前回点検箇所の
点検内容についてフォローアップを実施します。
　つきましては、山地斜面の転石（浮石）の状況並びに岩石の亀裂等の調査をするために、皆様の
土地に立ち入らせていただく必要がありますので、ご理解とご協力をよろし
くお願いいたします。
　なお、実施時期につきましては、平成25年10月より平成26年３月ごろを
予定しています。

問広島県土木局道路整備課道路維持グループ　☎０８２－５１３－３９０４
　広島県西部建設事務所安芸太田支所維持係　☎０８２６－２２－０５４３

　

道路防災総点検を実施します！
～広島県からのお知らせ～

　広島県行政書士会広島北支部では、下記の日程で無料相談会を開催します。
　相談内容は、次のとおりです。　１.権利義務関係（遺言・相続・契約など）、２.事実証明関係、
　３.知的資産関係、４.建設業法関係、 ５.農地法関係、６.運輸交通関係、　７.風営・食品衛生関係
　８.入国管理関係、９.開発行為関係、 10.公有地関係、　11.成年後見関係、12.その他

　無料相談会は、下記の実施日でご都合の良い会場へお気軽におこしください。

広島県行政書士会の無料相談会などについて

●無料相談会の実施日

開催日 時間 開催場所

10 月  ５日 ( 土 ) 　午前９時 30 分～午後３時 　北広島町役場本庁２階会議室

10 月 20 日 ( 日 ) 　午前９時 30 分～午後 2 時 30 分 　広島市安佐南区民文化センター

10 月 27 日 ( 日 ) 　午前９時～午後３時 30 分 　祇園商工フェスティバル

問  広島県行政書士会 （ 広島市中区中町８番18号 ）　
　☎０８２－２４９－２４８０

●行政書士電話相談　
　日時　平成25年 10月 １日（火）　午前10時～午後４時
　☎０８２－２４９－２４８０
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きたひろネットセンター問 IP ☎７４４７

きたひろネットのアンケート調査を実施しました。
　きたひろネットの加入者様に向けて、自主放送番組、多チャンネル放送サービスおよびインター
ネットサービスに対する感想・意識調査を目的にアンケートを実施しました。
　９月号で報告しました続きをみなさまに報告します。
１．アンケート実施要項
　・ きたひろネット加入者全体から300名を

無作為に抽出
　・無記名方式で実施

２．アンケート結果
　・回答期間：平成25年６月１日～６月20日
　・回答数：103（回収率：35%）

３．ご意見・ご要望について

２－６．オプションメニューの多チャンネル放
　送にご興味がありますか？

　いろいろな貴重なご意見を、計73件頂いてお
ります。
　頂いた意見をキーワードで分類しました。

　自主放送番組が視聴回答数の約70％を
占めています。視聴者の皆様が町内の情報
提供に強い関心がある結果だと思います。
　

　多チャンネルについては、無回答を含めると75％
と高い確率で興味をしめされていない結果でした。

○番組表：放送時間が分からない。番組表に
ついて知りたい。　
○番組内容：各地域ごとの営農情報などの番
組をやってほしい。町内企業の内容を詳しく
放送して欲しい。スキッと体操は毎日見てい
ます。音楽も楽しいです。新鮮５の放送時間
が短い。
○利用料金：もう少し利用料金を安くしてほ
しい。多チャンネル放送の料金が高い。

　加入者様から頂いた貴重なご意見を尊重し
つつ、公正、公平な地元に密着した運営（番
組制作）に今後も努力してまいります。

２－５．きたひろネット自主放送番組でよく
　ご覧になる番組は何ですか？（複数回答可）

自主制作番組 提供番組
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＊ＥＳＤ（Education for Sustainable Development)= 持続発展教育

北広島町内の小学校の紹介
～北広島町立新庄小学校～

〈
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加
盟
〉

地
域
と
の
つ
な
が
り
～
『
新
庄
の
は
や
し
田
』
の
伝
承
な
ど
～

　
新
庄
小
学
校
は
、
平
成
23
年
１
月
に

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
仲
間
入
り
し
ま

し
た
。
広
島
県
内
の
小
学
校
８
校
の
う

ち
の
１
校
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
＊
＝
持
続
発
展
教
育
を
推

進
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
を

育
み
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
は
、
文
化
財
に

関
す
る
学
習・環
境
学
習・エ
ネ
ル
ギ
ー

学
習
・
国
際
理
解
学
習
な
ど
を
総
合
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
教
育
に
新
庄

小
学
校
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
①
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

『
安
芸
の
は
や
し
田
』は『
新
庄
の
は

平成25年度、町内の小学校は９校になりました。
各小学校の活動の様子などを紹介していきます。

今月は『北広島町立新庄小学校』です。
新庄小学校の全校児童は、81人です（平成25年９

月１日現在）。学校の前を可愛川が流れ、桜の季節に
は美しい景色が広がります。すぐそばには保育所もあ
り毎年運動会などを一緒にされています。

夏休みの登校日（おむすび弁当）☆自分達でつくりました

や
し
田
』と
安
芸
高
田
市
の『
原
田
の

は
や
し
田
』で
す
。
こ
の『
新
庄
の
は

や
し
田
』を
新
庄
小
学
校
の
児
童
は
、

保
存
会
の
方
か
ら
地
域
の
歴
史
・
文
化

と
と
も
に
学
び
、
運
動
会
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
と
の
つ
な
が
り
も
深
く
、

地
域
内
の
農
事
組
合
法
人「
岩
戸
黒
瀧
」

の
み
な
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
赤
米
の

田
植
え
も
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
を
す

る
中
で『
新
庄
の
は
や
し
田
』を
実
演

す
る
な
ど
貴
重
な
体
験
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
②
地
産
地
消
の
食
へ
の
取
組
み
と
し

て
、
大
朝
共
同
調
理
場
で
は
、
地
元
で

特別養護老人ホーム「やすらぎ」を訪問

赤米の田植えで『新庄のはやし田』を実演

と
れ
た
食
材
を
活
用
し
た
献
立
を
工
夫

し
て
い
ま
す
。
新
庄
小
学
校
で
は
、
校

庭
脇
の「
花
実
畑
」（
学
級
園
）で
、
花

や
野
菜
を
栽
培
し
、
野
菜
は
給
食
に
も

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
給
食
の
残
菜

が
あ
る
時
に
は
、
寄
贈
さ
れ
た
ミ
ミ
ズ

コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
、
ミ
ミ
ズ
が
処

理
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

堆
肥
は
野
菜
な
ど
の
肥
料
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。ま
た
、校
庭
の
刈
り
取
っ

た
芝
生
を
堆
肥
に
し
て
活
用
も
し
て
い

ま
す
。

　
自
分
が
好
き
、
人
が
好
き
、
ふ
る
さ

と
が
好
き
な
子
…
こ
れ
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
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ツキノワグマにご注意を！！
　実りの秋を迎えて、クマは冬に備え、栄養の蓄積のため柿・栗などの果樹や木の実を求めて人里へ
寄りつくことが心配されます。
　クマは全町域に生息していますが、特に山に近い場所で果樹などを育てている場合は次のことに十
分留意して「クマのエサ場」とならないよう配慮してください。
　① 柿などを木になったまま放置しない。この放置された果樹はクマを引き寄せます。
　② 山に近い場所では柿や栗の木にトタンを巻きクマが登れないようにしましょう。
　また、家の周りなどにクマのエサとなるような残飯を捨てないようにして、クマの寄りつきにくい
環境づくりを地域みんなで行いましょう。

秋の行楽などで野山を散策される場合は次のことに気をつけましょう。　　
　① １人での行動は避けてください。複数いれば助けを呼ぶこともできます。
　② ラジオや鈴などの音のする物を持ち歩きましょう。
　　 クマは臆病な動物です。人のにおい・歩く音や姿をクマのほうから先に察知して離れて行きます。
　③ クマは里山では早朝と夕方に行動することが多く、奥山では昼間にも行動します。
　④ 雨や風の強い日、霧の濃い日は人の気配を感じにくく特に注意が必要です。
   ⑤ 子グマがいる場合は、近くに親グマが必ずいます。近づかないようにしてください。
　⑥ 遠くにクマがいる場合は、すみやかにその場を立ち去りましょう。

　問 産業課林業振興係
　IP☎０５０－５８１２－１８５７

クマ被害にあった栗の木 設置されたトタン巻き

ご存知ですか？労働委員会～雇用のトラブル　まず相談～
解雇、賃金切下げ、配置転換、団交拒否 など

　広島県労働委員会では、公益委員、労働者委員、使用者委員の三者構成による「あっせん」で、
話し合いにより労働組合・労働者個人と事業主との紛争の円満な解決をお手伝いします。
　ご利用は無料、秘密は厳守ですので、お気軽にご相談ください。　
　広島県労働委員会事務局（県庁東館７階）　
　労働トラブル解決支援相談電話　☎０８２－５１３－５１６２
　http://www.work2.pref.hiroshima.jp/roui/index.html 広島県
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芸北広域きれいセンター管内（大朝・千代田・豊平地域）

　カン、びん、食器などは、次の４つに分けて、それぞれを青い「資源物又は燃えないごみ専用収集袋」
に入れて、燃えないごみの収集日に、ごみステーションへ出してください。（大）１枚100円（小）１枚50円

問北広島町町民課環境管理室　IP☎０５０－５８１２－１８５４
　芸北広域きれいセンター   　☎０８２６－７２－６５９５

　～燃えないごみの出し方について～
ごみの出し方 ☞ ワンポイントレッスン

缶　類 びん類

その他

陶器・ガラス類
○中を軽く水洗いしてください。
○ エアゾール缶は、爆発の恐れある
　ので必ず使い 切って
　出してください。

○中を軽く水洗いしてください。
○ びんのキャップは外してください。

【電気製品】
○ コードは器具から取り除いてく　

ださい。

【調理器具】
○ 軽く洗って出してください。

○ 割れた食器等は袋が破れ　
なように紙等に包んでくだ　
さい。

【コード類】
○ 束 ね て く だ さ い。（リ サ イ ク　

ルします。）

【か　さ】
○ 布・ビニール部分を必ず取り外して　

ください。布・ビニールは「燃えるごみ」　
で出してください。

【おもちゃなど】
○ 電池を使用する製品は電池を取　

り出してください。

　きれいセンターでは、缶
類は機械で、その他のもの
は、手作業で分類し、リサ
イクルしています。
　缶やびんの中身が残って
いるとリサイクルできなく
なります。

質問１　びんのふたやキャップはどうしたらよいですか？
　回答　 金属製のふたは「燃えないごみ（その他）」、プラスチック製のふたは「燃えるごみ」で出し

てください。
質問２　缶やびんを１枚の袋でまとめて出してよいですか？
　回答�　缶類、びん類に分けてください。ただし、缶であれば、スチール缶、アルミ缶、スプレー缶、

のりの缶等は一緒の袋でＯＫです。小型電気製品や鉄くず、おもちゃ等の燃えないごみは、同
じ袋で出せます。なお、少量であれば、陶器・ガラス類は、鉄くず等のその他のごみで出して
もかまいません。

質問３　スプレー缶の処理はどうしたらよいですか？
　回答 　中身を全部出し切ってください。穴は空けなくていいです。ノズルが壊れて中身が出ないと

きは、わかるように別の袋に入れて「燃えないごみ（缶類）」で出してください。

　カンやびん、ペットボト
ルなど他のゴミを一緒の袋
に入れないでください。
　正しくごみ出ししていな
いと、回収しませんので、
ご近所の方にたいへん迷惑
をかけることになります。

【刃物等】
○ 袋が破れないように紙等に包んでく　

ださい。

中身は出してね

袋に入らないものは、「粗大ゴミ」（年２回）または、きれいセンターに持ち込んでください。

電池は
有害ごみで！

お
願
い
！

質 

問
！
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ため池管理関係者の皆さん
●
た
め
池
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
・
ブ
ル
ー

　
ギ
ル
駆
除
の
お
願
い

　
広
島
県
の
農
業
用
た
め
池
の
多
く
に

は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
と

い
う
外
来
魚
が
増
殖
し
、
下
流
の
河
川

な
ど
へ
の
稚
魚
の
拡
散
・
供
給
源
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
め
池
を
管
理
、
利
用
さ
れ
て
い
る

関
係
者
の
皆
さ
ん
も
、
日
頃
の
管
理
な

ど
を
通
じ
て
駆
除
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

☆
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
・
ブ
ル
ー
ギ
ル
と
は

◎
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
（
通
称
：
広
島
県
に

い
る
も
の
は
オ
オ
ク
チ
バ
ス
）
や
ブ

ル
ー
ギ
ル
（
以
下
「
バ
ス
な
ど
」）
は
、

北
米
原
産
の
外
来
魚
で
す
。
多
く
の
淡

水
生
物
を
捕
食
す
る
ほ
か
、
親
魚
は
す

り
鉢
状
の
巣
を
作
っ
て
卵
や
稚
魚
を
守

る
習
性
を
持
ち
、
繁
殖
力
が
高
い
の
が

特
徴
で
す
。

☆
た
め
池
で
の
駆
除
（
例
）

◎
水
抜
き
駆
除
（
干
出
）
で
は
、
次
の

よ
う
な
手
順
で
た
め
池
の
水
を
落
と
し

て
バ
ス
な
ど
を
駆
除
し
ま
す
。
こ
の
と

き
、
水
と
一
緒
に
バ
ス
な
ど
が
流
れ
出

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

①
池
の
水
を
抜
く
前
に
、
排
水
路
に
ヤ

ナ
を
設
置
し
て
流
れ
て
く
る
バ
ス
な
ど

を
駆
除
し
ま
す
。

②
樋
門
よ
り
低
く
水
が
抜
け
な
い
部
分

は
、
地
び
き
網
を
利
用
し
て
駆
除
す
る

か
、ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
排
水
し
ま
す
。

（
地
び
き
網
の
使
用
に
は
県
知
事
の
許

可
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

～ため池での駆除を
　　　　お願いします。～

ブラックバス（オオクチバスとコクチバス）

ブルーギル

◎
在
来
生
態
系
や
内
水
面
漁
業
へ
の
被

害
が
深
刻
と
し
て
、「
外
来
生
物
法
」

に
よ
り
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ

れ
、
飼
育
・
生
き
た
ま
ま
の
運
搬
・
放

流
（
野
外
に
放
つ
こ
と
）
な
ど
が
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
水
底
に
水
溜
り
が
残
る
場
合
は
、
手

網（
タ
モ
網
）を
使
っ
て
駆
除
し
ま
す
。

④
底
が
軟
弱
で
人
が
降
り
ら
れ
な
い
場

合
は
、
最
大
限
水
を
落
と
し
た
状
態
で

１
週
間
程
度
放
置
し
て
野
鳥
の
捕
食
や

酸
欠
死
を
期
待
し
ま
す
。

　
豊
か
で
、
多
様
性
に
富
ん
だ
河
川
・

湖
沼
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
た
め
池
管

理
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
広
島
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　
　
　

☎
０
８
２
‐
２
４
９
‐
１
１
８
５

問
建
設
課
農
林
土
木
係　

　
　
IP
☎
０
５
０‐５
８
１
２‐
１
８
６
０

●
下
水
道
の
使
用
に
つ
い
て

　
北
広
島
町
で
は
、
住
民
の
生
活
環
境

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
公
共
下
水
道

や
農
業
集
落
排
水
を
整
備
し
、
ま
た
、

こ
れ
ら
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に

は
、
小
型
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助

金
制
度
を
創
設
し
、
生
活
雑
排
水
の
浄

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
が
整

備
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
ま
だ
接
続
が

千代田浄化センター見学（壬生小学校）

さ
れ
て
い
な
い
家
屋
な
ど
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
は
、
接
続
の
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
、
汚
水
を
処
理
施
設
に

送
る
た
め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
物

が
詰
ま
る
な
ど
の
故
障
が
度
々
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
故
障
に
対
す
る
費
用

は
、
１
箇
所
で
約
10
万
円
程
度
か
か
り

ま
す
の
で
、
水
に
溶
け
な
い
物
を
流
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
施
設
を
安
心
し
て
ご
使
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

ト
イ
レ
に
は
、
水
に
溶
け
る
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
す
る
。
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●
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

 （
設
置
・
維
持
管
理
費
）

　
補
助
金
に
つ
い
て

○
設
置
補
助
金

　
町
で
は
、
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

区
域
外
に
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
へ
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

今
年
度
設
置
希
望
の
あ
る
方
は
役
場
上

下
水
道
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
限
度
額

　
５
人
槽　
55
万
４
千
円

　
７
人
槽　
67
万
９
千
円

　
10
人
槽　
88
万
８
千
円

○
維
持
管
理
補
助
金（
千
代
田
地
域
・

　
豊
平
地
域
）

　

既
に
小
型
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
、

適
正
な
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清

掃
）を
行
っ
て
い
る
方
へ
、
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
の
１
年
間
分
の
維
持
管
理

に
要
し
た
費
用
と
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
の
使
用
料
と
の
差
額
を
補
助

金
限
度
額
内
で
年
額
と
し
て
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
芸
北
地
域
及
び
大
朝
地
域

は
、
協
議
会
方
式
に
よ
り
維
持
管
理
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
請
・
問
上
下
水
道
課

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
１

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４

●
10
月
１
日
は

　
「
浄
化
槽
の
日
」

　

10
月
は「
浄
化
槽
月
間
」で
す
。
こ

の
機
会
に
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管

理
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

維
持
管
理
に
重
要
な
３
つ
の
項
目

① 

保
守
点
検

　
い
わ
ゆ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
。
浄

化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
の
点

検
、
装
置
の
修
理
、
消
毒
剤
の
補
給
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
保
守
点
検
の
回
数
は
、
浄
化
槽
の
機

種
や
規
模
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
て
、
家

庭
用
の
浄
化
槽
で
あ
れ
ば
、
３
～
４
ヶ

月
で
１
回
以
上
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
。

② 

清
掃

　
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
と
、
そ
の

内
部
に
汚
泥
な
ど
が
溜
ま
り
ま
す
。
こ

の
汚
泥
な
ど
を
、
バ
キ
ュ
ー
ム
車
に
よ

り
定
期
的
に
抜
き
取
る
こ
と
で
、
浄
化

槽
か
ら
の
汚
泥
の
流
出
や
悪
臭
の
発
生

な
ど
を
防
止
し
ま
す
。

　
清
掃
の
回
数
は
、
家
庭
用
の
浄
化
槽

で
あ
れ
ば
、
１
年
に
１
回
以
上
で
あ
る

こ
と
が
一
般
的
で
す
。（
汚
泥
が
溜
ま

り
や
す
い
全
ば
っ
気
式
は
、
概
ね
６
ヶ

月
に
１
回
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

③ 

法
定
検
査

【
設
置
後
の
水
質
検
査（
７
条
検
査
）】

　

浄
化
槽
が
適
正
に
設
置（
使
用
）さ

れ
て
い
る
か
確
認
す
る
検
査
で
す
。

【
毎
年
１
回
の
定
期
検
査（
11
条
検

査
）】

　

維
持
管
理（
保
守
点
検
及
び
清
掃
）

が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、
排
水
が
十
分

に
浄
化
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
検

査
で
す
。

　
法
定
検
査
は
、
県
が
指
定
し
た
検
査

機
関
が
実
施
し
ま
す
。

問
法
定
検
査
機
関

（
公
社
）広
島
県
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
８
２
‐
８
４
９
‐
６
４
１
１

（
公
社
）広
島
県
浄
化
槽
維
持
管
理
協
会

　
　
☎
０
８
２
‐
５
４
６
‐
２
１
６
８

マンホールポンプに詰まった異物

②
水
に
溶
け
な
い
物（
タ
オ
ル
・
オ
ム

　
ツ
・
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）

　
を
流
さ
な
い
。

③
台
所
か
ら
出
る
ご
み（
野
菜
く
ず
・

　
残
飯
・
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
）は
流
さ

　
な
い
。

④
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発

　
性
の
高
い
も
の
を
流
さ
な
い
。

⑤ 

洗
剤
に
は
、
無
リ
ン
洗
剤
を
使
用

す
る
。

　
く
わ
し
く
は
、
上
下
水
道
課
、
ま
た

は
、
各
支
所
産
業
建
設
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
１

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４
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左から副町長、芸北道場三上さん、大朝支所長、大朝人くらぶ
大内さん、町長、教育長

芸北地域の学校跡地に
旧八幡小学校閉校記念碑除幕式
　８月１日、芸北地域にあるアンデルセン芸
北パン生活文化研修所（旧八幡小学校）で、旧
八幡小学校閉校記念碑の除幕式が行われました。
この閉校記念碑には、小学校の校舎に設置して
いた校章が取り付けられ、八幡小学校の校歌が
刻まれています。また、この日にアンデルセン
芸北パン生活文化研修所は開所し、新たなるス
タートを切りました。

除幕式に参加されたみなさん

チャレンジデー2013　in　北広島
銀メダル認定証を受章しました
　８月28日、東京都港区赤坂日本財団ビルに
おいて開催されたチャレンジデーメダル認定書
授与式において、北広島町は銀メダル認定証を
受章しました。９月３日に町長室で行われた報
告会では、来年度へ向けて全町での共通イベン
ト実施などの意見が授与式出席者から町長へ提
案されました。チャレンジデーは、毎年5月の
最終水曜日に開催されています。

大舞台で緊張感の中ベストを尽くした選手のみなさん

北広島町豊平地域を練習拠点に
アンプティサッカー広島チーム
　８月11日、旧豊平西小学校の芝生グラウン
ドで、手足の不自由な選手が競技するアンプ
ティサッカーのチームが初練習をして、地元住
民との交流も行いました。このチームは、『ア
フィーレ広島AFC』で中四国初のチームです。
今回、グラウンドの芝を管理する住民グループ
豊平芝生の会のメンバーが、「にぎわいを残し
ていきたい」とチームを招きました。

芸北小学校６年生が出場しました
大健闘！！交通安全子ども自転車全国大会
　８月７日、東京ビッグサイトで開催された「交
通安全子ども自転車全国大会」に芸北小学校６
年生が出場しました。キャプテンの東條寛平く
んは、「緊張したけど、気合いを入れてやりま
した。自転車大会を通して『物事を前向きに考
えること』ができるようになり、一生忘れられ
ない思い出になりました。」と話していました。
選手は22位という成績を収めることができました。

アフィーレ広島ＡＦＣの選手に交じり住民も競技を楽しみました
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県立加計高等学校芸北分校の神楽部
全国高等学校総合文化祭の報告
　島原復興アリーナで開催された全国高等学校
総合文化祭の報告に８月16日、加計高等学校
芸北分校の分校長である細川さんと神楽部を代
表して、部員の本田さんと乙田さんが来庁され
ました。文化祭参加に伴う町の協力へのお礼を
述べ、広島県代表として出演され八岐大蛇を披
露した感想などを報告され、併せて普段の部活
動の様子や今後の抱負についても話されました。

左から芸北支所長、細川分校長、本田さん、乙田さん、町長

ご自身の障がいに悩んだ時期を乗り越えて
元気の出る講演会
　９月３日（火）豊平小学校で、パラリンピッ
ク日本代表選手の浦田理恵さんによる講演会が
行われました。常に前向きに、自分にできる事
を探して挑戦する姿から私達は元気をいただき
ました。「夢・目標を持つ」「絶対あきらめない」

「笑顔で元気な挨拶」「チームワーク」「感謝の
気持ち」チームを勝利に導いた、とても大事な
５つのポイントを教えていただきました。

ゴールボール　パラリンピック日本代表　浦田さんと小学生

広島市内に神楽ばやしが鳴り響く

広島市内の中心部2か所で広島自慢の伝統文化“神楽”を上演します。
ぜひ勇壮な神楽ばやしと華麗な舞をご鑑賞ください。

●10月6日（日）　鑑賞無料
●広島駅南口エールエール地下広場　12：40開演
◎オープニングセレモニー
　「清めの舞」「悪魔祓い」　大和町連合神楽保存会（三原市）
　「土蜘蛛」　河津原神楽団（廿日市市）
　「一条戻り橋」　宮乃木神楽団（広島市）
　「大江山」　郷之崎神楽団（北広島町）
●シャレオ中央広場　　13：00開演
　「いこく」ほか　広小坪自治会（呉市）
　「滝夜叉姫」　八千代神楽団（安芸高田市）
　「八岐大蛇」　高下神楽団（安芸太田町）
問：広島広域都市圏協議会“神楽”まち起こし協議会事務局（安芸高田市企画振興部政策企画課内）
　☎0826－42－5612（平日のみ　午前8時30分～午後５時）
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
元
気
お
届
け
事
業

　
老
人
ク
ラ
ブ
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な

ど
、
高
齢
者
の
集
ま
り
の
場
に
講
師
の

先
生
を
派
遣
す
る『
元
気
お
届
け
事
業
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
よ
り
も
っ
と
元
気
に
生
き
生
き

と
生
活
し
た
い
」と
、
思
っ
て
お
ら
れ

る
グ
ル
ー
プ
が
対
象
で
す
。

　

健
康
運
動
指
導
士
や
歯
科
衛
生
士
、

保
健
師
等
が
お
伺
い
し
、
体
操
を
一
緒

に
し
た
り
、
お
口
の
健
康
に
つ
い
て
楽

し
く
学
習
し
ま
す
。
随
時
、
派
遣
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
保
健
課
地
域
介
護
係
IP
☎
１
８
５
３

■
看
護
職
員
復
職
支
援
研
修
の

受
講
生
募
集

　
看
護
職
の
再
就
業
へ
の
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
病
院
で
の
実
践
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
広
島
県

が
委
託
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　
再
就
業
を
希
望
す
る
看
護
職　

　
　
　
有
資
格
者

申
込
期
間　
平
成
26
年
１
月
中
旬
ま
で

　
　
　
　
　
（
随
時
）

研
修
場
所　
県
内
の
研
修
協
力
病
院

研
修
コ
ー
ス

　
　
【
看
護
コ
ー
ス
】【
助
産
コ
ー
ス
】

主
な
研
修
内
容　
看
護
記
録
、
医
療
安

　
全
対
策
、
医
療
機
器
の
取
扱
い
、
看

　
護
技
術
等（
※
助
産
コ
ー
ス
は
助
産

技
術
を
含
む
）

研
修
費　
無
料

問
広
島
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
８
２
‐
２
９
３
‐
９
７
８
６

■
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
に
よ
る

行
為
で
治
療
を
受
け
る
場
合
の
届
出

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
交
通

事
故
な
ど
他
人（
第
三
者
）か
ら
の
加

害
行
為
で
傷
害
を
受
け
、
治
療
を
受
け

る
場
合
は
、
必
ず
届
出
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
場
合
の
医
療
費
は
原
則
と
し
て

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
が
、

届
出
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
で
一
時
的

に
医
療
費
を
立
替
え
、
後
で
そ
の
医
療

費
を
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
届
出
を
す
る
前
に
加
害
者
と

示
談
を
し
て
し
ま
う
と
、
立
替
え
払
い

費
用
を
請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　

ま
ず
警
察
に
届
け
て
、「
事
故
証
明

書
」を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
、
国
保
の
窓
口
へ「
第
三
者

行
為
傷
病
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
印
鑑

・
交
通
事
故
証
明
書

・
第
三
者
行
為
傷
病
届

・
そ
の
他
必
要
と
な
る
書
類（
事
故
内

容
に
よ
り
ま
す
）

問
町
民
課
国
保
年
金
係
IP
☎
１
８
５
４

■
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
随
時
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
を
先
着
順
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は

役
場
建
設
課
都
市
管
理
係
ま
た
は
各
支

所
の
産
業
建
設
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
八
幡
住
宅（
芸
北
）

　
志
路
原
住
宅（
豊
平
）

　
特
公
賃
・
上
市
住
宅（
大
朝
）

　
特
公
賃・松
崎
住
宅・世
帯
棟（
豊
平
）

　
特
公
賃・松
崎
住
宅・単
身
棟（
豊
平
）

　
犬
追
原
住
宅（
大
朝
）

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４

■
町
有
千
代
田
住
宅
入
居
者
募
集

　
町
有
千
代
田
住
宅（
旧
雇
用
促
進
住

宅
）の
入
居
者
を
先
着
順
で
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０
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…
問
い
合
わ
せ
先

問

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ
　

　
　
　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ



■
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
！

　

１
等
前
後
賞
合
わ
せ
て
３
億
９
，

０
０
０
万
円
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
の

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高

齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
１
等 

３
億
３
，
０
０
０
万
円

　
／
前
後
賞 

各
３
，
０
０
０
万
円

●
発
売
期
間　
９
月
20
日（
金
）

　
～
10
月
11
日（
金
）　

　
※
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。

●
１
枚
３
０
０
円

●
抽
せ
ん
日 

10
月
18
日（
金
）

■「
行
政
相
談
週
間
」

　

あ
な
た
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

国
の
行
政
に
関
し
て
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
、
納
得
で
き
な
い
、

こ
う
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
っ
た
こ

と
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

総
務
省
の
「
行
政
相
談
」
は
、
国
の
行

政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見･
要
望
を
解

決
す
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
活
動
で
す
。

　
10
月
21
日（
月
）か
ら
27
日（
日
）ま

で
の
一
週
間
は「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

　

北
広
島
町
で
は
、
10
月
17
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
千
代
田

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
定
例
の
行
政

相
談
所
も
各
地
域
で
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

問
総
務
課
総
務
係
IP
☎
２
１
１
１

　
芸
北
支
所
自
治
振
興
課
☎
２
１
１
０

　
大
朝
支
所
自
治
振
興
課
☎
２
２
１
１

　
豊
平
支
所
自
治
振
興
課
☎
１
１
２
２

■
中
国
５
県
縦
断
法
律
相
談
会

　
司
法
書
士
が
無
料
で
面
談
す
る
と
と

も
に
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
い
て
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
26
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
役
場
本
庁

相
談
内
容　
相
続
、遺
言
、成
年
後
見
、

　
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
な
訪
問
販
売

　

買
取
（
悪
質
商
法
被
害
）、
夫
婦
・

　

親
子
関
係
、
交
通
事
故
、
不
動
産
、

　
会
社
の
登
記
、
借
金
な
ど

電
話
相
談　

　
　
☎
０
１
２
０
‐
５
０
１
‐
５
０
８

※
相
談
当
日
の
み
つ
な
が
り
ま
す
。

問
・
予
約　
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

　
　
　
　
　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
事
務
局

　
　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

　
　
　
　
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

■
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
・
編
入
・
用
途
変
更
申
出
受
付

　
町
で
は
、
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
地

域
を
農
振
農
用
地
区
域
と
し
て
設
定
し
て
、

優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
に
努
め
て
い
ま

す
。
農
振
農
用
地
区
域
内
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
農
業
以
外
の
目
的
に
は
利
用
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
や
む
を
得
ず

他
の
目
的
に
利
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
、

編
入
、
用
途
変
更
の
申
し
出
を
10
月
に
受

け
付
け
ま
す
。（
手
続
き
終
了
ま
で
に
は
、

５
～
６
か
月
の
期
間
を
要
し
ま
す
。）

　
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
場
合

は
、
決
め
ら
れ
た
除
外
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
除
外
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
と
原
則
と
し
て
除
外
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自
己
所
有
地

で
農
振
農
用
地
区
域
以
外
の
土
地
は
な
い

か
、
十
分
検
討
し
た
う
え
で
申
し
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
除
外
要
件
な
ど
く
わ
し
い

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
産
業
課
ま
た
は

各
支
所
産
業
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
受
付
期
間　
10
月
１
日
～
10
月
31
日

問
産
業
課
農
業
振
興
係
IP
☎
１
８
５
７

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４
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生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化
　

　
　
ス
ポ
ー
ツ
　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ
　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



　

８
月
12
日
、
道
の
駅 

舞
ロ
ー
ド
IC

千
代
田
に
産
直
物
販
棟『
き
た
ひ
ろ
市

場
』が
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ

の
き
た
ひ
ろ
市
場
で
は
、
北
広
島
産
の

米
や
野
菜
、
土
産
物
な
ど
の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
初
日
の
開
店
時
間
は
、

午
前
10
時
で
し
た
が
、
開
店
前
か
ら
多

く
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
大
盛
況
で

し
た
。
通
常
営
業
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、管
理
棟（
以
前
の
産
直
物
販
棟
）

は
、
改
修
工
事
の
た
め
閉
店
し
て
い
ま

す
。（
９
月
末
完
了
予
定
）

〔
道
の
駅 

舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田
き
た
ひ
ろ
市い
ち
ば場
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
〕

　
10
月
12
日
予
定
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
ま
で
の
間
は
、
パ
ス
ピ
ー
チ
ャ
ー
ジ

機
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス
定

期
券
や
乗
車
券
は
暫
定
的
に
き
た
ひ
ろ

市
場
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
際
に

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
響ひ
び
きも
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
町
内
産
食
材
の
和
洋

創
作
メ
ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
ま
す
。
ま
た

舞
台
も
備
え
、
食
事
を
し
な
が
ら
神
楽

な
ど
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

《役場・支所からのお知らせ》　～今月は本庁からです～

　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
（
※
）

電
話
０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
１
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
２
９

http://w
w

w
.ri-bura.com

/

●
み
ん
な
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
を

　
応
援
し
よ
う
！

　
優
勝
を
目
指
し
戦
っ
て
い
る
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
を
応
援
す
る
た
め
、
広
島
広

域
都
市
圏
内
住
民
か
ら
参
加
者
を
募
り
、

共
同
応
援
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
実
施

し
た
試
合
で
は
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
の

優
勝
の
瞬
間
を
み
ん
な
で
共
有
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
広
島
広
域
都
市
圏
で

「
一
丸
」と
な
り
、共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
！

日
時　
11
月
30
日
（
土
）
午
後
２
時
～

対
戦
相
手　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

会
場　
エ
デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島　

　
（
広
島
広
域
公
園
陸
上
競
技
場
）

　
現
地
集
合
に
な
り
ま
す
。

募
集
人
数　
１
５
０
人

　
　
　
　
　
　
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　
大
人
１
５
０
０
円
、
小
中
高
６
０
０
円

応
援
方
法　
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
自
由
シ
ー

　
ト
で
、
広
島
広
域
都
市
圏
と
し
て
ま
と

　
ま
っ
て
応
援
し
ま
す
。

そ
の
他　
抽
選
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

　
の
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
込
方
法　
中
学
生
以
下
の
場
合
は
、
大

　
人
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
往
復
は
が
き

　
に
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

　
齢
、
電
話
番
号
、「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

　
応
援
希
望
」
の
旨
を
記
入
し
、
10
月　

●
広
島
広
域
都
市
圏
広
響
共
同
鑑
賞
会

　
中
国
地
方
で
唯
一
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
広
島
交
響
楽
団
を
支
援
す
る
た

め
、
広
島
広
域
都
市
圏
内
住
民
か
ら
参

加
者
を
募
り
、共
同
鑑
賞
を
行
い
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
中
の
名
曲
を
集
め

た
「
音
楽
の
花
束
」
を
大
切
な
人
に
贈

り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
23
日
（
祝
日
・
土
）

　
　
　
午
後
３
時
開
演

公
演
名　
音
楽
の
花
束　

　
　
　
　
広
響
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト“
秋
”

会
場　
広
島
国
際
会
議
場
フ
ェ
ニ
ッ
ク

　
　
　
ス
ホ
ー
ル（
広
島
平
和
公
園
内
）

募
集
人
数　
１
０
０
人

　
　
　
　
　
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

　
　
※
就
学
前
の
子
ど
も
の
申
込
不
可

参
加
費　
１
人
２
０
０
０
円
（
Ｓ
席
）

そ
の
他　
抽
選
で
広
島
交
響
楽
団
の　

　
　
　
　
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
（
１
枚
に
４

　
人
ま
で
）
に
、
代
表
者
の
住
所
及
び

　

電
話
番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

　

年
齢
、「
広
響
鑑
賞
希
望
」
の
旨
を

　
記
入
し
、　
10
月
21
日
（
月
）（
＊
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

　

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
り
ー
ぶ
ら
」

　
か
ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
〒
７
３
０
‐
８
５
８
６

　
（
住
所
不
要
）

　
広
島
市
企
画
調
整
部
企
画
調
整
課
内
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　10月１日、住宅・土地統計調査を実施します。
　この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約350万世
帯の方々を対象とした大規模な調査です。
　９月中旬以降に統計調査員が調査対象世帯を訪問し、調査票を配布しま
すので、ご協力をお願いします。
調査の目的
　今回の調査では、近年、多様化している国民の居住形態や少子・高齢化などの社会・経済状況の
変化を踏まえ、①住生活を支える居住環境、②耐震性・防火性といった住宅性能水準の達成度や省
エネルギー性能住宅、③土地の有効利用状況を明らかにすることをねらいとしています。
秘密は厳守します
　調査により集められた調査票の記入内容は、「統計法」によって厳重に保護されます。調査員を
はじめとする調査関係者が調査で知り得た内容を他に漏らしたり、統計を作成・分析する目的以外
に調査票を使用することは絶対にありません。これらの行為は、「統計法」により固く禁じられて
いますので、安心してありのままをご記入くださるようお願いします。
調査結果の活用
　ご回答いただいた調査票は、個人を特定できないようまとめられ、各種施策の基礎データとして
活用されます。この調査では、全住宅数に対するアパートなどの共同住宅の割合が年々増加してい
る事や、空き家率の推移、高齢者等に配慮した住宅がどれくらいあるかなどがわかります。これら
のデータは、施策を行う際の参考となりますので、よりよい住生活環境を実現させるためにも、調
査にご協力をお願いします。

◆ 住宅・土地統計調査にご協力をお願いします。

問企画課企画調整係　
　IP☎０５０－５８１２－１８５６
　

・空き家率が年々伸びています。

・エレベーターのある共同住宅・高齢者対応型住宅
の割合は過去に比べれば増えたものの、近年横ばい
で増えていません。

　
21
日
（
月
）（
＊
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

　
上
記
事
務
局
へ
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
り
ー

　
ぶ
ら
」
か
ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

申
込
・
問　
《
●
広
響
共
同
鑑
賞
会
と

　
　
　
　
　
　
同
じ
》

（
※
）
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

　
広
島
市
と
通
勤
、
通
学
や
買
物
な

ど
で
つ
な
が
り
の
深
い
、
西
は
山
口

県
の
柳
井
エ
リ
ア
か
ら
東
は
三
原
エ

リ
ア
ま
で
の
11
市
12
町
の
圏
域
全
体

の
発
展
を
目
指
し
、
連
携
し
て
様
々

な
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

・一貫して、アパートなど共同住宅の割合が増え続けています。
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問 北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　 IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６
　 Webサイト http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

企　　業　　名 募 集 職 種
● 正社員の募集

（医）明和会 介護支援専門員・介護職・看護師
とよひら小規模多機能ホーム 介護職

（医）社団慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）
（医）社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）・介護職

（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

焼肉 河九 調理
広島北ホテル 調理師・レストランホールスタッフ
今井運送（株） 大型ウイング運転手（10～15ｔ）

(株)千代田工務店 土木技術者・土木作業員
(株)広栄建設産業 建設業

（有）エルモ 美容業務全般（美容室）
Life shop かわすみ 食品スーパー内業務全般

立川医院 看護師（正・准）
(株)竹下生コン 大型運転手

(株)輝陽 作業員（医療廃棄物処分）
デイサービスセンター やすらぎ 看護師（正・准）

丸二(株) 食品添加物製造・梱包作業
（有）ハナキ保険企画 営業、営業事務

福山通運（株）広島北支店 集配運転手
北広島町豊平病院 薬剤師、看護師

益水興産（有） 栄養士、調理員
(株)森下電設工業 電工

(株)ジール 建築士
わさ～る産直館 店舗管理・運営（店長候補）

（株）タカキベーカリー 千代田工場 業務（事務）
（株）勝原白貫堂 和菓子の製造
（株）玉屋金属 機械工
（株）ゼロワン 広告・宣伝
（有）大朝交通 観光バス・タクシー・運転手

（有）つかさランドリー クリーニング受付・コインランドリー管理
● パートの募集

とよひら小規模多機能ホーム 介護職
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー
（医）せがわ会 通所・訪問介護事業所 ヘルパー職員

（株）ワークスタッフ 広島営業所 作業員，レジ業務、倉庫内ピッキング作業
（株）ワールドインテック 型枠の組立・解体・清掃業務
千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 キャディ、ホールスタッフ、調理補助、フロント
西川物産（株）千代田工場 内職、工場内作業

新広島ヤクルト販売（株） 千代田センター 乳製品販売（食品販売）
ローソン 千代田インター店 コンビニ店員

（有）種浦商店セブンイレブン広島 千代田インター店 コンビニ店員
ガスト広島 千代田店 ホール・調理

八剣伝 千代田店 ホール・調理
広島北ホテル フロント、カウンター、バーテンダー、レストラン

（株）どんぐり村 接客

９月 11 日現在 届出順
企　　業　　名 募 集 職 種

● パートの募集
（株）むさし 接客販売・調理補助

（株）フレスタサンクス店 レジ・総菜・食堂・品出し部門
（有）新見仕出し店 調理補助・販売

へんぽこ茶屋 調理・接客、もち製造
（株）Aコープ中国 Aコープちよだ店 レジ

Life shop かわすみ レジ・陳列、販売〔花屋〕
（株）タック 交通誘導警備員

(株)ミチコーポレーション ウェブサイト制作・商品開発
おおあさ鳴滝露天温泉 調理・配膳・清掃

和食　みや島 配膳・食器洗い
立川医院 看護師（正・准）

（株）さんびる 清掃業務
（有）エルモ 美容業務全般（美容室）

（株）サルボ両備　寒曳売店 調理・レジ・商品補充・清掃
レストハウス大朝 接客・調理・レジ

サンケイサービス（株） 組立・加工・仕上げ、建設機械の部品製造
デイサービスセンター やすらぎ 看護師（正・准）、調理員

（株）タカキベーカリー 千代田工場 生産、工務
日本郵便（株） 郵便配達

福山通運（株）広島北支店 荷分け作業
（株）オーエスピー 工場内作業

（株）サルツ 工場内作業、洋菓子の製造補助
（有）ハタヤ 広島営業所 スクリーン印刷作業

エコートレーディング（株）広島支店
ヤマト運輸（株）広島千代田センター 受付事務
（医）社団慶寿会 千代田中央病院 清掃・洗濯作業員

北広島町社会福祉協議会 介護職
北広島町豊平病院 看護師
（株）ひろし本店 調理補助

シューペルブリアン（株） 木材加工の機械オペレーター
（株）キャリアメイク ウレタン（スポンジ）部材の製造、受付・業務事務

（有）山田石油店 ガソリンスタンド業務全般及び事務
広島アルミニウム工業（株） 輸送用機械器具製造業（アルミ自動車部品）

（株）きたひろ市場 ホール・調理
ウオクニ（株）広島支店 社員食堂内業務全般
（株）インプレックス パン・ケーキの製造補助作業

（医）共愛会 三宅歯科医院 歯科助手
（株）勝原白貫堂 ピアニスト
（有）大朝交通 事務
きっちん　侘助 ホール係

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。
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　喜多下　七海さん
 　（八重東小学校６年）
　　＊学校・学年は入賞当時

 入 選 平成 24 年度

 9月30日（月）
●固定資産税［3 期］
●国民健康保険税［3 期］
●後期高齢者医療保険料［3 期］

 10月31日（木）
●町県民税［3 期］
●国民健康保険税［4 期］
●後期高齢者医療保険料［4 期］

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［相談室専用］
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

健康食品は注文していないのに
損害賠償請求書！？

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Human rights 人権標語

ごめんなさい
　言える心が
　　　思いやり

相談
　突然知らない業者から「ご注文頂いた健康食
品を送ります」と電話があったので、「健康食
品を利用する習慣はない。頼んでいないので送
らないでください」と言って電話を切った。後
日差出人のない封書が届き、「健康食品の注文
の確認をしたが、頼んでいないなどと発送前日
にキャンセルされ損害金が発生した。期間内に
3千円支払わなければ法的手段に訴える」と書
いてあった。注文していないのに損害賠償請求
される覚えはない。どうしたらよいか。

（70歳代　女性）
（参考：国民生活センター発行 メルマガ見守り新鮮情報 NO.169より）

アドバイス
●「注文を受けた健康食品を送る」などと電話が
あり、申し込んでいないと断ったら、後日損害賠
償請求書が郵送されてきたという相談が寄せられ
ています。 
●事前の連絡もなく、突然損害賠償請求書が送付
されてきたケースや、覚えのない健康食品が送ら
れてきたため受け取り拒否をしたところ、後日損
害賠償請求書が送付されてきたケースなどもあり
ます。 
●書類に「法的手段を取る」などと不安をあおる
ような脅し文句が書いてあっても、利用した覚え
のない請求は支払わないで無視しましょう。決し
て相手に連絡してはいけません。 
●不安なときは、支払いをす
る前にお住まいの自治体の消
費生活センターなどにご相談
ください。 

［８月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,761 人 （１増）

    転　入 68 人

    転　出 55 人

　 出　生 13 人

　 死　亡 25 人

    世帯数 8,370 世帯 （２増）
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心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課福祉係　　　IP ☎１８５１

　
Stop

費者トラブル消
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高原からの花便り　№104
行く秋を追って咲く、アキチョウジ

実
り
の
季
節
を
迎
え
る
と
、
八
幡
高
原
は
と

て
も
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
黄
金
色
の
水
田
と

色
づ
き
始
め
た
木
々
が
青
空
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
織
り
な
し
、
祭
で
の
奉
納
に
向
け
、
神
楽

の
練
習
場
か
ら
は
楽
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

植
物
の
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
こ
の
時
期
に
、

秋
の
花
が
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。

ア
キ
チ
ョ
ウ
ジ
は
登
山
道
沿
い
な
ど
、
少
し

明
る
い
場
所
に
咲
く
シ
ソ
科
の
多
年
草
で
、
高

さ
は
60
～
70
㎝
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
特
徴
的
な

の
は
筒
の
よ
う
に
長
い
紫
色
の
花
で
、
ラ
テ
ン

語
の
名
前
で
もlongituba

（
長
い
筒
）と
名

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
が
す
ぼ
ま
っ
た
長
い

花
は
、
花
を
訪
れ
る
昆
虫
と
呼
応
し
な
が
ら
進

化
し
て
き
た
結
果
で
す
。

花
の
付
き
方
も
特
徴
的
で
、
全
て
の
花
が
同

じ
方
に
向
い
て
咲
き
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
花
一

つ
ひ
と
つ
の
付
け
根
を
よ
く
見
る
と
、
付
け
根

で
は
対
生
す
る
花
の
茎
を
、
グ
ッ
と
曲
げ
て
一

方
向
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

四
角
い
茎
や
対
生
す
る
葉
な
ど
、
シ
ソ
科
の
特

徴
を
見
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
葉
が
基
部
か
ら
茎

に
向
け
て
張
り
出
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

ア
キ
チ
ョ
ウ
ジ
は「
秋
丁
字
」と
書
き
ま
す
。

図
鑑
に
は「
秋
に
咲
き
、
花
の
形
が
丁
字
型
な

の
で
」と
名
前
の
由
来
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
方
向
か
ら
見
る
と
丁
の
字
に
見
え
る

の
か
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
横
か
ら
、
正
面
か

ら
、
上
か
ら
見
ま
す
が
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
丁

に
見
え
な
い
こ
と
も
な
い
し
、
は
っ
き
り
と
し

な
い
気
が
し
ま
す
。

秋
に
咲
く
草
花
は
、
短
い
間
に
花
を
付
け
、

種
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
黄
色
や
紫
な

ど
、
色
と
り
ど
り
に
咲
く
の
は
そ
の
た
め
で

し
ょ
う
か
。
ア
キ
チ
ョ
ウ
ジ
の
花
が
終
わ
り
、

穂
紫
蘇
の
よ
う
に
実
を
付
け
る
こ
ろ
、
八
幡
高

原
は
冬
の
気
配
が
濃
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま

で
に
、
改
め
て
花
を
確
認
し
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員・白
川
勝
信
）


